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生徒会組織の改編と引き継ぐべきこと、そして次年度に向けて 

 

９月２６日（金）に生徒会役員選挙があり、新本部役員が選出されました。 

これまで、３年生が会長であり、３年生の力が強く発揮されていましたが、新本部役員からは３

年生の姿が消え、２年生の会長を中心に１年生も加わった組織で生徒会運営をしていくことにな

ります。各専門委員会も、委員長は２年生となって、１・２年生が主体となって専門委員会運営を

していくことになります。 

ただし、本校では後期生徒総会を実施していません。したがいまして、本部役員を始めとして

各専門委員会は、６月１３日（金）の生徒総会で可決された、活動方針や計画に従って運営してい

くことになるので、前期の引き継ぎ事項や申し送り事項を継承していく必要があります。特に、前

期生徒会本部が発信した「生徒会力を高める」ということについては、後期生徒会本部も引き継

いで、各専門委員会や学年・学級・部の生徒会力を高めるために、広くそして細かく評価し運営

していく責任があるのです。 

それでは、１・２年生主体の生徒会組織は独自の活動ができないのかということになりますが、

現在の生徒会活動のどこをどのように変えていきたいのか、新たに必要な活動は何かなどにつ

いては、これからの後期の間に考えていくのです。一中生徒会の課題やさらに発展させたいこと

などを生徒会本部・各専門委員会それぞれの立場で分析し、新たな一中生徒会の姿を来年度の

生徒総会で活動方針や計画として提案し、全生徒会の合意を得るのです。 

このようにして、毎年一中生徒会は進化していくわけで、私たち大人が過ごしている社会の構

図ととても類似しており、そのような生徒会で学校生活を送ることにより、子どもたちは「社会を

構成する一員としての自覚」を高めていくのです。 

生徒会の核となる、後期生徒会本部の活躍に期待しています。 

 

 

３年生の進路決定への本格的な時期に突入 

 

本日は２学期中間考査１日目、いよいよ３年生は進路決定に向けてそれぞれの戦いが本格的

になってきました。これは自分との戦いでもあります。 

今までは理想に向かって努力してきたことと思いますが、いよいよ現実から目を背けず、中学

校卒業後自分にとって最も適した進路は何かについて考えていかなければなりません。 

「現実から目を背けず」とは、いわゆる合格の可能性のことです。 

理想を追求し続けても、不合格になれば身も蓋もありません。「社会を構成する一員」に近づく

ためには、現実を見据えて最高でなくても最善の生き方をする姿勢が必要であり、人生の中で

は幾度となくそのような岐路に出会うことがあるでしょう。中学３年生という発達段階で「最高で

なくても最善の道」を考えることは大変困難なことではありますが、いよいよそのときが来たとい

うことです。 
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「最も適した進路」とは、高等学校進学を志望している場合、「高校３年間を有意義に過ごせる

のか」がポイントになります。それは、単に学力だけではなく、特色あるカリキュラム、学校行事、

生徒会活動、校舎・校庭などの施設・設備、近隣の環境、通学時間など様々あります。これらを把

握するためには実際に行ってみなければ分かりません。学校説明会で説明を受けて施設見学を

したり、文化祭などでその高校の学生の姿を見て雰囲気を肌で感じたりすることにより、学力と

は異なるその学校の良さを感じるでしょうし、逆に良さを全く感じなかったら適した学校ではない

ということなのです。 

それらの結果、第１志望校、第２志望校、・・・と志望順位が出てくると思いますが、ここからはテ

クニックです。本校で開催した進路説明会で説明があったかと思いますが、都立高校第１志望の

場合でも私立高校の併願優遇制度を活用するとか、私立第１志望の場合でもいわゆる滑り止め

のために都立高校の学力検査に出願しておくとか、あるいは私立第１志望でも併願優遇制度を

設けている私立高校に出願しておくなど様々な方法があります。 

これらは、来月から始まる三者面談で学級担任とも協議することになることと思いますが、あく

までもお子さんと保護者の方の意向が最優先となりますので、ご家庭で方向性をまとめておく必

要があります。 

そして、一番重要なことは、お子さんは大人が思う以上に危機感や緊張感をもっているという

ことです。子どもによっては「これで自分の人生が決まってしまう」とまで思い詰めている場合も

あります。また、「この学校に進学すれば親が喜ぶんだろうな」と保護者の思いや願いまで気遣っ

て悩んでいる場合もあるのです。 

進路指導は学級担任でも様々な視点から気を遣うデリケートな指導です。三者面談を終えた

学級担任から聞く内容として「あの子の場合は、本人も保護者も考えは一致していて合格の可

能性の高い〇〇制度を利用して受験するようです。」という所見もありますが、中には「あの子は

親のために第１志望校を決めているようです。本人が本当に進学したい第１志望校は違うようで

す。でも、そのことを親には言わないでほしいと言ってきているんです。」「あの子の家は父親・母

親・祖父・祖母がみんな違う考えで、本人の希望は聞いてもらえていないようです。蚊帳の外に

なっているようで、とてもかわいそうです。」という所見を聞くこともあり、一部のお子さんは深い

悩みを抱え、ときには受験日が近づくにつれて自暴自棄な行動をとることもあります。 

３年生の保護者の皆様、どうかお子さんの話をよく聞いてあげていただき、可能性と最善策を

お子さんが分かるように説明していただき、どのようなテクニックを使って受験していくかを一緒

に考えてあげていただきたく存じます。お子さんが悩んでいるのなら、大人としての解決策や結

論をすぐに伝えるのではなく、ますは一緒に悩んであげていただきたいと思います。子どもは、

「解決策や結論」よりも、「保護者が一緒に悩んで自分の気持ちを分かってくれた」ことの方を求

めていることが多いのです。 

３年生とはいってもまだ子どもですから、様々な経験を経てきた私たち大人とは違うのです。 

 

お知らせ 

 

 

 

●第７４回荒川区民スポーツ大会ソフトテニスの部において、以下の成績を収めました。 
男子個人戦  第３位  兼坂 留歌・𠮷田 蒼空 組 

●「第３７回 あらかわ俳壇」において、以下の成績を収めました。 
入選 「夏の月名前も忘れて歩き出す」 ３年 小池 利奈 

●９月７日（日）に開催された「ジョイフル三の輪商店街縁日」に、以下の子どもたちがボランティ
アとして参加しました。 

  １年   柴田 麻畝、小澤 武流 
２年   清水 花、竹野 鈴音、羽佐田 依吹、浅野 蓮、亀井 琴音 
３年   上羽 宏明、内田 瑛斗、佐藤 真之助、髙藤 涼太、丸山 心暖、岩瀬 大輝、 

相澤 莉緒、伊藤 心愛 


